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四
月
十
六
日

（
火

）
の
午
後

六
時
三
十
分
か
ら

、
大
分
文
化

会
館
第
二
小
ホ
ー
ル
に
お
い

て

、
第
七
回
の
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た

。

　
前
回
の
会
議
で
は

、
新
設
校

の
位
置
を
念
頭
に
お
き
な
が

ら

、
防
災
や
小
中
一
貫
教
育
な

ど
の
具
体
的
な
事
項
を
順
次
協

議
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ

、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
協
議

が
開
始
さ
れ
る
と
い
う
段
階
に

き
ま
し
た

。

　
会
議
で
は

、
協
議
事
項
の
ひ

と
つ
で
あ
り
ま
す
地
震
･
津
波

対
策
等
の
防
災
に
つ
い
て

、
共

通
理
解
を
図

っ
た
う
え
で
協
議

を
行
う
た
め

、
本
市
が
作
成
し

た

「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ

ュ
ア

ル

」
に
つ
い
て

、
防
災
危
機
管

理
課
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た

。

　
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は

、

津
波
・
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ

の
見
方
や
津
波
の
想
定

、
南
海

ト
ラ
フ
や
別
府
湾
の
活
断
層
型

地
震
な
ど
の
発
生
確
率

、
津
波

か
ら
避
難
す
る
際
の
留
意
点
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た

。

（
内
容
は
三
面
以
降
に
記

載
し
て
い
ま
す

。

）

　
続
い
て

、
議
事
に
移
り
ま
し

た
が

、

「
発
生
確
率
の
高
い
南

海
ト
ラ
フ
な
ど
の
海
溝
型
地
震

を
想
定
す
べ
き

」
と
い
う
意
見

と

、

「
津
波
到
達
時
間
が
短
く

最
大
津
波
の
高
さ
も
高
い
別
府

湾
の
活
断
層
型
地
震
を
想
定
し

て
協
議
す
べ
き

」
と
い
う
意
見

な
ど
が
あ
り

、
協
議
の
前
提
条

件
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た

。

　
最
終
的
に
は

、
小
学
校
区
ご

と
に
防
災
に
関
す
る
考
え
方
を

示
す
資
料
を
作
成
し

、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
次
回
協
議
す
る
と

い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ

、
閉
会

と
な
り
ま
し
た

。

（
意
見
の
要

旨
や
確
認
事
項
は
二
面
以
降
に

記
載
し
て
い
ま
す

。

）

　荷揚町小学校校長の大石
緑委員が定年退職され、ま
た学校施設課長の渡邊末己
委員が異動されたため、今
回の会議より南悦子委員
（荷揚町小学校校長）、後
藤康人委員（学校施設課
長）が新たに本協議会の委
員となりましたのでお知ら
せします。

委員のご紹介
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 【地震・津波の防災対策等に関する意見】

○　中島校区だけの資料で協議するというの
　　は非常に難しい。３小学校区の資料がそ
　　ろった段階で協議した方が良いのではない
　　か。

○　中島校区からの説明も次回にお願いした
　　い。それぞれの校区が防災についての資料
　　を提出したうえで協議を始めたい。

○　それぞれの校区が提出した資料に対して、
　　意見を言うことはあまり好ましいことではな
　　い。私たちは防災に関しては素人なので、
　　素人同士が意見を戦わせていくということ
　　は、感情論になるだけで心配である。

○　中島校区から提出されたものには、４校区
　　のどこに設置されても共通の考え方の部分
　　も多く出されている。また校区の特徴として
　　いる部分もある。そういう中で共通の部分を
　　論議し、また各校区の特徴というものも説明
　　をしていただくという形で協議してはどうか。

○　予想される津波等の影響の中に、在校時
　　と登下校時というような観点を取り入れてい
　　ただきたい。単に在校時だけの安全性が確
　　保されれば良いというわけではなく、登下校
　　時の安全性がどの程度影響されるかという
　　ことは非常に重要なポイントだと思う。どこ
　　の場所に新設校を設置するかによっては、
　　登下校時の安全性に大きく差が出てくる。ま
　　た、在校時でも運動場の一番端にいたとき
　　に小学校１年生が最上階までかかる時間等
　　の観点も必要なのではないか。

○　海溝型地震と活断層型地震では違いがあ
　　り、海溝型地震では津波に対する避難に比
　　較的時間の余裕があるが、一番最悪の場
　　合を想定して考えるのがこの協議会だと思
　　う。活断層型の対応を十分に協議すれば、
　　海溝型地震にも対応できる十分に安全なも
　　のになるので、各校区でも考えていただき
　　たい。

○　防災マニュアルの中では地震の発生確率
　　は、活断層型地震で0.03～4％、海溝型地
　　震60％程度となっている。これは単に数字
　　が少ないからさほど危険性はないという見
　　方は確かに危険かもしれないが、専門家が
　　色々調査をして予測しこのような差がある
　　ので、まず考えなければならないのはやは
　　り海溝型地震だと思う。また、活断層型地
　　震まで考えるならば非常に影響が大きく、
　　とても協議会の中で議論するような話では
　　収まらない。そこまで考えるのであれば、そ
　　の校区で考え方を整理して次回提出すれ
　　ばよいのではないか。

○　地震・津波対策について、海溝型地震がど
　　うか、活断層型地震がどうかという話は多
　　分まとまらないと思う。各校区それぞれがこ
　　う考えると発表し、それに対して納得がいく
　　のであれば、次の議題に進んでいくというよ
　　うな形が良いのではないか。

○　防災について第8回、第9回で協議を収束
　　するなど、終わりの時期を確認する必要が
　　あるのではないか。

○　次回は、各校区から防災についての考え
　　を提出していただき、それに対して論議をし
　　たい。今回も色々な意見が出たが、次回の
　　会議でも引き続き論議していただきたい。

　第７回協議会における主な内容を掲載しています。
　（発言内容については、紙面の都合で要旨のみとしています。ご了承ください。）
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○小学校区ごとに防災に関する考え方を示す資料を作成し、その内容について次回協議す
　ること。
○第８回地域協議会を5月14日（火）の18：30～20：30に、第９回地域協議会は6月25日（火）
　の18：30～20：30に、いずれも大分文化会館第２小ホールで開催すること。

　皆さんのお手元にはすでに届いたかと思いますが、大分市では最新の情報・データに基づいた
「津波・地震ハザードマップ」のほか、本市域内で発生が予想される様々な災害に対する知識と備え
をまとめた「わが家の防災マニュアル」を全戸に配布しています。
　本協議会でも地震･津波対策等の防災について協議を行うに当たり、「わが家の防災マニュアル」
について、防災危機管理課からの説明を受け、質疑応答を行いました。
　以下では、質疑応答の要約を掲載しています。

「わが家の防災マニュアル」について

Ｑ：防災マニュアルのＰ2では、活断層型地震の発生確率を掲
　　載しているが、活断層に起因する地震の発生確率は知見と
　　すべきデータ不足のために、発生確率が低くなりがちではな
　　いか。例えば阪神大震災が発生した六甲・淡路活断層帯の
　　30年確率は、当時0.02％から8％だったので、最大で30年
　　以内に4％、100年以内に10％との発生確率の数字が出て
　　いることは重く受け止めるべきではないか。

Ａ:学識経験者がこのような確率を示しているが、行政
　としてもこれをよしとしているわけではなく、このよ
　うな地震も起こりうることは当然考えている。そのよ
　うなことからハザードマップでは、別府湾を想定震源
　とする地震の予想津波到達ラインを示している。

説明をする防災危機管理課の職員

Ｑ：Ｐ9では防災サイレンと鐘音の信号パ
　　ターンを掲載しているが、津波や洪水
　　をいち早く正確に地域住民に知らせる
　　方法を考える必要がある。一番頼りに
　　なるのは市役所の発生するサイレンだ
　　が、そのサイレンの鳴るイメージが分
　　からない。また、大分市ではいつ頃か
　　らこのようなことを市内一斉に適用する
　　のか。

Ａ:大分県の統一したサイレンのパターンを本マニュアルで示している。サイ
　レンのイメージについては、ホームページ等で鳴り方を示すことや、自治委
　員を通してデータを提供することなどを考えている。また、市内の全ての住
　民に情報をいち早く伝えるように整備をするとなると莫大な費用がかかる
　が、様々な情報伝達手段があるので、どういう形態で費用も踏まえながら、
　今年度中には具体的な方向性を考えたい。
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　　　　次回は5月14日（火）開催

　第８回協議会は、5月14日の午後6時30
分から午後8時30分まで、大分文化会館
第2小ホールで開催します。
　次回の会議では、地震・津波対策等の防
災について、小学校区ごとに防災に関する
考え方を示す資料の内容について、協議を
行う予定です。

Ｑ：Ｐ6の別府湾の活断層型地震における最大津波高および到
　　達時間を掲載しているが、豊海５丁目では１m.の波高到達
　　時間は17分となっている。Ｐ37では水の流れが速い場合は
　　20cmでも危険になると記載されているので、その段階で逃
　　げる必要がある。この17分という時間が一人歩きすると、時
　　間的に余裕があると理解されると非常に危険ではないか。

Ａ:このようなことを知っておいた中で、やはり早めに
　避難をするといった行動をとっていただきたいと思っ
　ている。津波では色んなパターンがあるので、とにか
　く大きな地震の場合はすぐに高台へ避難していただき
　たい。

Ｑ：Ｐ9の津波から避難する3つのポイントの中で、原則として避
　　難には車を使わないとあるが、高齢化が進む中、特例として
　　車で避難して良いという地域を定めたりするのか。また、中
　　心部についてはどのように考えているのか。

Ａ:地域を指定することは今のところは特に考えていな
　い。東日本大震災では交通渋滞により避難が困難で
　あったので、なるべく健康な方は原則として徒歩で避
　難する行動をしていただきたい。中心部の地域でも車
　を使わずに徒歩で高台に避難をしていただきたいが、
　新たな津波避難ビルや避難所などを選定することも必
　要になると思うので、市としても対策に努めたい。

　【吉田会長の開会のあいさつから（抜粋）】

　いよいよ本日から本格的な協議が開始され
るという段階にきたと思っております。本日は
地震対策・津波等の防災について、協議を行
いたいと思っています。
　ところが、最近気になっていることがありま
す。それは協議会で新設校の位置がすでに
決定したという噂があったのを耳にしました。
この協議会にご参加の皆さんは、そういうこと
は一切ないということをご理解していると思い
ますけれども、地域ではそういう噂が飛び交っ
ています。現在は協議を進めている段階です
し、また委員以外の中学校区の皆さんには協
議会だよりを発行して、今まで6回の協議会の
内容を回覧を通じて目にしているところです
が、それらのことを耳にした場合は「いや、決
まっていませんよ」ということで、今までの協議
の内容を説明をしていただきたいと思います。
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